
 

２ 給食の時間に行う食に関する指導の実際

「食に関する指導の手引－第二次改訂版－」には、学校教育全体を通した食育の推進において

身に付ける三つの資質・能力に加え、これまで「食に関する指導の目標」としてきたものを再整

理した六つの「食育の視点」を示している。

給食の時間に行う指導の内容として、「小学校学習指導要領解説－特別活動編」では、楽しく食

事をすること、健康によい食事のとり方、給食時の清潔、食事環境の整備、自然への恩恵への感

謝、食文化、食料事情等を、「中学校学習指導要領解説－特別活動編」では、楽しく食事をするこ

と、栄養の偏りのない健康によい食事のとり方、食中毒の予防に関わる衛生管理の在り方、準備

や後片付け等の作業を通して奉仕や協力・協調の精神を養うこと、自然への恩恵等への感謝、食

文化、食糧事情等を例示している。

これら、給食の時間に行う指導の内容と六つの「食育の視点」との関連を整理すると次の表に

なる。

【給食の時間の指導内容と食育の視点との関連】

○：食育の視点と関連し、給食の時間に行う指導を通して学習する項目

給食の時間に行う食に関する指導は、学校で行う食育の中心的な役割を担うものである。

献立を通して食品の産地や栄養的特徴、郷土食や行事食等の食文化について学んだり、教科等

で学習したことを、給食の時間に確認したり振り返ったりすることができる等、食べる活動を通

した学びの時間として重要である。

給食の時間に行う食に関する指導は計画的、継続的に行うことが必要である。そのためには、

給食の時間に行う指導の内容
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（食事の重要性）子どもたちが豊かな人間性を育み、

生きる力を身に付けていくためには何よりも食が大切

である。

○ ○ ○

（心身の健康）生涯にわたって健全な食生活を実現す

ることが、心身の健康の増進と豊かな人間形成に資す

る。
○ ○

（食品を選択する能力）正しい知識・情報に基づいて

食品の品質及び安全等について自ら判断し、食品に含

まれる栄養素や衛生に気を付けていくことが重要であ

る。

○ ○

（感謝の心）人の食生活が自然の恩恵の上に成り立っ

ていること、また、食に関わる人々のさまざまな活動

に支えられていることに対して感謝する心が大切であ

る。

○ ○ ○

（社会性）協力して食事の準備から後片付けをしたり

食事のマナーを身に付けたりすることで、人間関係形

成能力を身に付けることが大切である。
○ ○ ○ ○

（食文化）日本の伝統ある優れた食文化や食に関わる

歴史、地域の特性を生かした食生活（地場産物の活

用）、食料自給率等を理解し尊重しようとする。
○ ○ ○

食手引第二次 ～

 

エ 食中毒の防止

近年、食中毒が一年を通して発生している。特に、ノロウイルスに代表される「人を介し

て感染が拡大するおそれのあるウイルス」に感染することも多いことから、教室等での給食

当番の体調確認、会食時の隊形への配慮等、衛生管理について注意が必要である。また、教

職員も体調や手洗いに注意が必要である。 
ｱ 給食当番等（配食を行う児童生徒及び教職員）の健康状態の把握

ａ 「学校給食衛生管理基準」（平成２１年告示）に基づいて、以下の項目について確認記

録する。

給食当番等の健康調査票（例）

□ 下痢をしている者はいない。 □ 衛生的な服装をしている。

□ 発熱、腹痛、嘔吐をしている者はいない。□ 手指は確実に洗浄した。

ｂ 給食当番に下痢や腹痛、嘔吐等の感染症の症状のある場合は、給食当番を代える等の

対応を行う。

ｃ 給食当番はもとより、全員が食事の前、用便後の手洗いを励行する。

ｲ 二次感染の予防対策

ａ 校内で嘔吐があった場合の嘔吐物の処理については、全教職員が共通理解を図った上

で適切に対応する。

ｂ 給食の時間中に幼児児童生徒が嘔吐した場合は、当該幼児児童生徒を保健室へ連れて

行くとともに、周囲の幼児児童生徒を可能な限り嘔吐物から遠ざけ、換気する。その後、

適切に嘔吐物の処理を行う。

【嘔吐物の処理方法】

【食器具に嘔吐物が付着した場合】

教職員は幼児児童生徒の嘔吐物のため汚れた食器具の消毒を行うなど衛生的に処理する。給食

調理施設に返却する場合は、消毒済みであることが分かるようにする。食器具の消毒は、次亜塩

素酸ナトリウム溶液（１０００ ）に１０分間浸す。

※※ 嘔嘔吐吐物物のの処処理理はは、、教教職職員員がが行行うう。。たただだしし、、学学校校給給食食従従事事者者はは行行わわなないい。。  
最最初初にに嘔嘔吐吐物物をを覆覆うう。。覆覆ううののはは白白いい布布がが望望ままししいい。。新新聞聞紙紙・・ペペーーパパーータタオオルル等等ののパパルルププ製製品品

はは、、パパルルププにによよっってて塩塩素素がが消消費費さされれるるののでで、、次次亜亜塩塩素素酸酸ナナトトリリウウムム溶溶液液ははたたっっぷぷりりかかけけるる。。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➆➆窓窓をを開開けけてて換換気気ををしし、、浮浮遊遊ししてていいるるノノロロウウイイルルススをを外外にに出出すす。。

※※ 嘔嘔吐吐物物処処理理後後 時時間間程程度度はは、、感感染染のの有有無無にに注注意意すするる。。

 

①①使使いい捨捨ててエエププロロンンやや手手

袋袋、、ママススククをを身身にに付付けけ

るる。。  

②②消消毒毒液液をを作作るる。。  
次次亜亜塩塩素素酸酸ナナトトリリウウムム溶溶液液  

（（ ））  

③③嘔嘔吐吐物物にに②②ををかかけけてて  
放放置置すするる。。  

  

④④静静かかににふふきき取取るる。。  
  

⑤⑤床床をを清清掃掃しし、、消消毒毒すするる。。  
  

⑥⑥終終了了後後、、片片付付けけししたた人人はは  
ううががいい、、手手洗洗いいををししっっかか  
りり行行うう。。  

  

くくつつカカババーーやや

ゴゴーーググルル  
髪髪をを覆覆うう物物もも  
身身にに付付けけるる。。  

手手袋袋  
二二重重  
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る。
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（社会性）協力して食事の準備から後片付けをしたり
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用）、食料自給率等を理解し尊重しようとする。
○ ○ ○

食手引第二次 ～

 

エ 食中毒の防止

近年、食中毒が一年を通して発生している。特に、ノロウイルスに代表される「人を介し

て感染が拡大するおそれのあるウイルス」に感染することも多いことから、教室等での給食

当番の体調確認、会食時の隊形への配慮等、衛生管理について注意が必要である。また、教

職員も体調や手洗いに注意が必要である。 
ｱ 給食当番等（配食を行う児童生徒及び教職員）の健康状態の把握

ａ 「学校給食衛生管理基準」（平成２１年告示）に基づいて、以下の項目について確認記

録する。

給食当番等の健康調査票（例）

□ 下痢をしている者はいない。 □ 衛生的な服装をしている。

□ 発熱、腹痛、嘔吐をしている者はいない。□ 手指は確実に洗浄した。

ｂ 給食当番に下痢や腹痛、嘔吐等の感染症の症状のある場合は、給食当番を代える等の

対応を行う。

ｃ 給食当番はもとより、全員が食事の前、用便後の手洗いを励行する。

ｲ 二次感染の予防対策

ａ 校内で嘔吐があった場合の嘔吐物の処理については、全教職員が共通理解を図った上

で適切に対応する。

ｂ 給食の時間中に幼児児童生徒が嘔吐した場合は、当該幼児児童生徒を保健室へ連れて

行くとともに、周囲の幼児児童生徒を可能な限り嘔吐物から遠ざけ、換気する。その後、

適切に嘔吐物の処理を行う。

【嘔吐物の処理方法】

【食器具に嘔吐物が付着した場合】

教職員は幼児児童生徒の嘔吐物のため汚れた食器具の消毒を行うなど衛生的に処理する。給食

調理施設に返却する場合は、消毒済みであることが分かるようにする。食器具の消毒は、次亜塩

素酸ナトリウム溶液（１０００ ）に１０分間浸す。

※※ 嘔嘔吐吐物物のの処処理理はは、、教教職職員員がが行行うう。。たただだしし、、学学校校給給食食従従事事者者はは行行わわなないい。。  
最最初初にに嘔嘔吐吐物物をを覆覆うう。。覆覆ううののはは白白いい布布がが望望ままししいい。。新新聞聞紙紙・・ペペーーパパーータタオオルル等等ののパパルルププ製製品品

はは、、パパルルププにによよっってて塩塩素素がが消消費費さされれるるののでで、、次次亜亜塩塩素素酸酸ナナトトリリウウムム溶溶液液ははたたっっぷぷりりかかけけるる。。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

➆➆窓窓をを開開けけてて換換気気ををしし、、浮浮遊遊ししてていいるるノノロロウウイイルルススをを外外にに出出すす。。

※※ 嘔嘔吐吐物物処処理理後後 時時間間程程度度はは、、感感染染のの有有無無にに注注意意すするる。。

 

①①使使いい捨捨ててエエププロロンンやや手手

袋袋、、ママススククをを身身にに付付けけ

るる。。  

②②消消毒毒液液をを作作るる。。  
次次亜亜塩塩素素酸酸ナナトトリリウウムム溶溶液液  

（（ ））  

③③嘔嘔吐吐物物にに②②ををかかけけてて  
放放置置すするる。。  

  

④④静静かかににふふきき取取るる。。  
  

⑤⑤床床をを清清掃掃しし、、消消毒毒すするる。。  
  

⑥⑥終終了了後後、、片片付付けけししたた人人はは  
ううががいい、、手手洗洗いいををししっっかか  
りり行行うう。。  

  

くくつつカカババーーやや

ゴゴーーググルル  
髪髪をを覆覆うう物物もも  
身身にに付付けけるる。。  

手手袋袋  
二二重重  

135

00116389_hb.indd   13500116389_hb.indd   135 2026/03/05   13:362026/03/05   13:36



 

⑵ 教科等の学習内容と関連させて行う指導

給食の時間に行う食に関する指導と教科等での学習内容を関連させることで、給食の時間に

行う指導の効果を高めることができる。

食べる体験を通して学ぶ「給食の時間」と「教科等で学習した内容」をつなげる。さらには、

学習の内容を家庭に知らせ、家庭において実践し、その定着化を図ることが望まれる。

ア 小学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

１ 毎日の給食

【みんなで、じゅんびやあとかたづけをしよう】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○楽しい給食につなげるために、給食の準備から

後片付けまでをみんなで協力して実践できる

ようにする。（授業→給食）

き ゅ う し

ょ く と う

ばん

（道徳）

食事の準備や後

片付けを手伝う

習慣を身に付け

る。

２ 夏野菜カレー

【夏野さいのよいところを知り、おいしくあじわ

う】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○栽培している夏野菜の栄養的特徴を振り返り、

元気に生活するために食べてみようという行

動につなげる。（授業→給食）

お い し い

野 さ い を

そ だ て た

い

（生活）

栽培した野菜を

家庭に持ち帰り、

調理して食べる。

３

豆腐、油揚げ

しょうゆ、み

そ、きなこ等

を使用した献

立

【大豆からできる食品を見つける】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○今日の給食の中に、大豆からできている食品が

あるかを見つけ出し、毎日、口にしている食品

の中にも大豆からできている物があることを

確認できるようにする。（給食→授業）

す が た を

か え る 大

豆

（国語）

家庭にある大豆

製品を調べ、学習

を振り返る。

４ 毎日の給食

【栄養バランスのよい食事の仕方を確認する】

〈知識及び技能〉

○よりよい成長と健康のための食事の在り方に

ついての学習内容を、給食の献立を例に振り返

ることができるようにする。（授業→給食）

よ り よ い

成 長 の た

めに

（体育

保健領域）

家庭の食生活を

振り返り、栄養バ

ランスを確認す

る。

教科等学習の場

給 食 の 時 間

家 庭

知識 

知識 
体験・復習 

復習・実践 

体験・定着  
実践・定着 

 

学級担任は学校給食の管理と食に関する指導を一体して行うことを職務としている栄養教諭と連

携して実施することが重要になる。

栄養教諭と常に密な連携を図る中で、学級担任が指導計画等を作成し、それに基づいて実施す

ることで給食の時間に行う食に関する指導の効果を一層上げることが期待できる。

⑴ 献立を教材として行う指導

給食に使用している食品を活用して、食料の生産、流通、消費について理解させたり、献立

を活用して食品の種類や特徴、栄養バランスのとれた食事等を知らせたりする。他にも、季節

や行事にちなんだ行事食や郷土食、地場産物を提供する等、食べる体験を通して食に関する知

識を深めることができる。

ア 留意点

ｱ 幼児児童生徒の発達段階や実態に合わせて、献立や料理、食品についての情報を効果的

に指導に活用する。

ｲ 献立一口メモのように、食に関する指導の情報をまとめたものを各学級に配付し、委員

会活動として委員から伝えたり、学級の係活動にしたり、学級担任が伝えたりするほか、

給食の時間の放送で知らせたり、掲示物にしたりして活用する。

ｳ 料理する前の食品を見せたり、生産者や生産している様子を写真や動画等で知らせたり、

生産者等から直接話を聞いたりする。

イ 献立を活用した食に関する指導（例） ★

【献立】ごはん、牛乳、めひかりのから揚げ、れんこんサラダ、冬野菜たっぷりみそ汁、

みかんゼリー 
 

【ごはん】

・愛知県でとれた「あいちのかおり」

という米で、粒が大きいという特

徴があります。

・愛知県で開発された米で、病気

に強く農薬の使用を減らすよう

に改良されました。愛知県で最

も多く作られています。

・１０月の始めから終わりにかけて

収穫され、今日のごはんは今年と

れた新米です。

・ごはんは、おもにエネルギーの

もとになる食品で、炭水化物を

多く含みます。 

【みかんゼリー】

・形が不揃いで廃棄されてしまうみ

かんを無駄にしないように、おい

しいゼリーにしました。加工する

ことで年間を通してみかんが味

わえます。 

【めひかり】

・愛知県の三河湾で水揚げ

された魚です。冬から春

にかけてとれます。

・骨まで食べられるのでカ

ルシウムがたくさんとれ

ます。 

【れんこん】

・れんこんは茎を食べる野菜です。土の中で育つ野菜で、寒

い季節に収穫するため農家の人は大変です。

・愛知県の愛西市で採れたものです。

・穴があいているので見通しがきくといって縁起がよいとさ

れ、おせち料理にも使われています。

・食物繊維が多く含まれ、腸の調子を整えてくれます。 

【豆みそ】

・みそ汁に使われているみそは、大豆、こうじ、塩が材料の

「豆みそ」です。豆みそは、東海地方（愛知県・岐阜県・

三重県）で造られています。 
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⑵ 教科等の学習内容と関連させて行う指導

給食の時間に行う食に関する指導と教科等での学習内容を関連させることで、給食の時間に

行う指導の効果を高めることができる。

食べる体験を通して学ぶ「給食の時間」と「教科等で学習した内容」をつなげる。さらには、

学習の内容を家庭に知らせ、家庭において実践し、その定着化を図ることが望まれる。

ア 小学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

１ 毎日の給食

【みんなで、じゅんびやあとかたづけをしよう】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○楽しい給食につなげるために、給食の準備から

後片付けまでをみんなで協力して実践できる

ようにする。（授業→給食）

き ゅ う し

ょ く と う

ばん

（道徳）

食事の準備や後

片付けを手伝う

習慣を身に付け

る。

２ 夏野菜カレー

【夏野さいのよいところを知り、おいしくあじわ

う】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○栽培している夏野菜の栄養的特徴を振り返り、

元気に生活するために食べてみようという行

動につなげる。（授業→給食）

お い し い

野 さ い を

そ だ て た

い

（生活）

栽培した野菜を

家庭に持ち帰り、

調理して食べる。

３

豆腐、油揚げ

しょうゆ、み

そ、きなこ等

を使用した献

立

【大豆からできる食品を見つける】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○今日の給食の中に、大豆からできている食品が

あるかを見つけ出し、毎日、口にしている食品

の中にも大豆からできている物があることを

確認できるようにする。（給食→授業）

す が た を

か え る 大

豆

（国語）

家庭にある大豆

製品を調べ、学習

を振り返る。

４ 毎日の給食

【栄養バランスのよい食事の仕方を確認する】

〈知識及び技能〉

○よりよい成長と健康のための食事の在り方に

ついての学習内容を、給食の献立を例に振り返

ることができるようにする。（授業→給食）

よ り よ い

成 長 の た

めに

（体育

保健領域）

家庭の食生活を

振り返り、栄養バ

ランスを確認す

る。

教科等学習の場

給 食 の 時 間

家 庭

知識 

知識 
体験・復習 

復習・実践 

体験・定着  
実践・定着 

 

学級担任は学校給食の管理と食に関する指導を一体して行うことを職務としている栄養教諭と連

携して実施することが重要になる。

栄養教諭と常に密な連携を図る中で、学級担任が指導計画等を作成し、それに基づいて実施す

ることで給食の時間に行う食に関する指導の効果を一層上げることが期待できる。

⑴ 献立を教材として行う指導

給食に使用している食品を活用して、食料の生産、流通、消費について理解させたり、献立

を活用して食品の種類や特徴、栄養バランスのとれた食事等を知らせたりする。他にも、季節

や行事にちなんだ行事食や郷土食、地場産物を提供する等、食べる体験を通して食に関する知

識を深めることができる。

ア 留意点

ｱ 幼児児童生徒の発達段階や実態に合わせて、献立や料理、食品についての情報を効果的

に指導に活用する。

ｲ 献立一口メモのように、食に関する指導の情報をまとめたものを各学級に配付し、委員

会活動として委員から伝えたり、学級の係活動にしたり、学級担任が伝えたりするほか、

給食の時間の放送で知らせたり、掲示物にしたりして活用する。

ｳ 料理する前の食品を見せたり、生産者や生産している様子を写真や動画等で知らせたり、

生産者等から直接話を聞いたりする。

イ 献立を活用した食に関する指導（例） ★

【献立】ごはん、牛乳、めひかりのから揚げ、れんこんサラダ、冬野菜たっぷりみそ汁、

みかんゼリー 
 

【ごはん】

・愛知県でとれた「あいちのかおり」

という米で、粒が大きいという特

徴があります。

・愛知県で開発された米で、病気

に強く農薬の使用を減らすよう

に改良されました。愛知県で最

も多く作られています。

・１０月の始めから終わりにかけて

収穫され、今日のごはんは今年と

れた新米です。

・ごはんは、おもにエネルギーの

もとになる食品で、炭水化物を

多く含みます。 

【みかんゼリー】

・形が不揃いで廃棄されてしまうみ

かんを無駄にしないように、おい

しいゼリーにしました。加工する

ことで年間を通してみかんが味

わえます。 

【めひかり】

・愛知県の三河湾で水揚げ

された魚です。冬から春

にかけてとれます。

・骨まで食べられるのでカ

ルシウムがたくさんとれ

ます。 

【れんこん】

・れんこんは茎を食べる野菜です。土の中で育つ野菜で、寒

い季節に収穫するため農家の人は大変です。

・愛知県の愛西市で採れたものです。

・穴があいているので見通しがきくといって縁起がよいとさ

れ、おせち料理にも使われています。

・食物繊維が多く含まれ、腸の調子を整えてくれます。 

【豆みそ】

・みそ汁に使われているみそは、大豆、こうじ、塩が材料の

「豆みそ」です。豆みそは、東海地方（愛知県・岐阜県・

三重県）で造られています。 
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⑵ 教科等の学習内容と関連させて行う指導

給食の時間に行う食に関する指導と教科等での学習内容を関連させることで、給食の時間に

行う指導の効果を高めることができる。

食べる体験を通して学ぶ「給食の時間」と「教科等で学習した内容」をつなげる。さらには、

学習の内容を家庭に知らせ、家庭において実践し、その定着化を図ることが望まれる。

ア 小学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

１ 毎日の給食

【みんなで、じゅんびやあとかたづけをしよう】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○楽しい給食につなげるために、給食の準備から

後片付けまでをみんなで協力して実践できる

ようにする。（授業→給食）

き ゅ う し

ょ く と う

ばん

（道徳）

食事の準備や後

片付けを手伝う

習慣を身に付け

る。

２ 夏野菜カレー

【夏野さいのよいところを知り、おいしくあじわ

う】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○栽培している夏野菜の栄養的特徴を振り返り、

元気に生活するために食べてみようという行

動につなげる。（授業→給食）

お い し い

野 さ い を

そ だ て た

い

（生活）

栽培した野菜を

家庭に持ち帰り、

調理して食べる。

３

豆腐、油揚げ

しょうゆ、み

そ、きなこ等

を使用した献

立

【大豆からできる食品を見つける】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○今日の給食の中に、大豆からできている食品が

あるかを見つけ出し、毎日、口にしている食品

の中にも大豆からできている物があることを

確認できるようにする。（給食→授業）

す が た を

か え る 大

豆

（国語）

家庭にある大豆

製品を調べ、学習

を振り返る。

４ 毎日の給食

【栄養バランスのよい食事の仕方を確認する】

〈知識及び技能〉

○よりよい成長と健康のための食事の在り方に

ついての学習内容を、給食の献立を例に振り返

ることができるようにする。（授業→給食）

よ り よ い

成 長 の た

めに

（体育

保健領域）

家庭の食生活を

振り返り、栄養バ

ランスを確認す

る。

教科等学習の場

給 食 の 時 間

家 庭

知識 

知識 
体験・復習 

復習・実践 

体験・定着  
実践・定着 

 

学級担任は学校給食の管理と食に関する指導を一体して行うことを職務としている栄養教諭と連

携して実施することが重要になる。

栄養教諭と常に密な連携を図る中で、学級担任が指導計画等を作成し、それに基づいて実施す

ることで給食の時間に行う食に関する指導の効果を一層上げることが期待できる。

⑴ 献立を教材として行う指導

給食に使用している食品を活用して、食料の生産、流通、消費について理解させたり、献立

を活用して食品の種類や特徴、栄養バランスのとれた食事等を知らせたりする。他にも、季節

や行事にちなんだ行事食や郷土食、地場産物を提供する等、食べる体験を通して食に関する知

識を深めることができる。

ア 留意点

ｱ 幼児児童生徒の発達段階や実態に合わせて、献立や料理、食品についての情報を効果的

に指導に活用する。

ｲ 献立一口メモのように、食に関する指導の情報をまとめたものを各学級に配付し、委員

会活動として委員から伝えたり、学級の係活動にしたり、学級担任が伝えたりするほか、

給食の時間の放送で知らせたり、掲示物にしたりして活用する。

ｳ 料理する前の食品を見せたり、生産者や生産している様子を写真や動画等で知らせたり、

生産者等から直接話を聞いたりする。

イ 献立を活用した食に関する指導（例） ★

【献立】ごはん、牛乳、めひかりのから揚げ、れんこんサラダ、冬野菜たっぷりみそ汁、

みかんゼリー 
 

【ごはん】

・愛知県でとれた「あいちのかおり」

という米で、粒が大きいという特

徴があります。

・愛知県で開発された米で、病気

に強く農薬の使用を減らすよう

に改良されました。愛知県で最

も多く作られています。

・１０月の始めから終わりにかけて

収穫され、今日のごはんは今年と

れた新米です。

・ごはんは、おもにエネルギーの

もとになる食品で、炭水化物を

多く含みます。 

【みかんゼリー】

・形が不揃いで廃棄されてしまうみ

かんを無駄にしないように、おい

しいゼリーにしました。加工する

ことで年間を通してみかんが味

わえます。 

【めひかり】

・愛知県の三河湾で水揚げ

された魚です。冬から春

にかけてとれます。

・骨まで食べられるのでカ

ルシウムがたくさんとれ

ます。 

【れんこん】

・れんこんは茎を食べる野菜です。土の中で育つ野菜で、寒

い季節に収穫するため農家の人は大変です。

・愛知県の愛西市で採れたものです。

・穴があいているので見通しがきくといって縁起がよいとさ

れ、おせち料理にも使われています。

・食物繊維が多く含まれ、腸の調子を整えてくれます。 

【豆みそ】

・みそ汁に使われているみそは、大豆、こうじ、塩が材料の

「豆みそ」です。豆みそは、東海地方（愛知県・岐阜県・

三重県）で造られています。 
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ウ 特別支援学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

毎日の給食

【人間関係の形成やコミュニケーションの基礎を

身に付ける】

○給食の時間でのやりとりで、言葉や身振り、絵

カード等を活用して、自分の気持ちを周囲に伝

えることができるように促す。

コミュニ

ケーショ

ン

（自立活

動） 

家族とやりとりを

しながら、楽しく

食事をする。 

小

学

部

野菜を使っ

た献立

【栽培している野菜を見つけて食べる】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○自分たちが栽培している野菜を給食に使われて

いる野菜から見つけて、同じものであると確認

できるようにする。（授業→給食）

栽培活動：

自然に親

しもう

（生活） 

収穫した野菜を持

ち帰り、家庭で調

理して食べる。 

中

学

部

毎日の給食

【感謝の気持ちをもって食べる】

〈学びに向かう力、人間性等〉

○給食ができるまでに多くの人が関わっているこ

とを学習し、感謝して食べようとする行動につ

なげるようにする。（授業→給食）

いろいろ 
な仕事 
（社会） 

食事を作ってくれ

た人に感謝し、準

備や後片付け等の

手伝いをしようと

する。 

高

等

部

毎日の給食

【食事の大切さを確認する】

〈知識及び技能〉

○健康な生活を送り、病気を予防するためには、

栄養バランスのよい食事を食べることが大切で

あることを振り返れるようにする。（授業→給

食）

健康な生

活と病気

の予防

（保健体

育 保健

分野）

食事の栄養バラン

スや毎日３回の食

事を規則正しくと

ることを意識す

る。 

 

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

５

地場産物や外

国産の食品を

使っている献

立

【身近な食料についての生産や流通を知る】

〈知識及び技能〉

○給食に使われている食材の産地や生産の状況

を知らせる。（給食→授業）

わ た し た

ち の 生 活

と 食 料 生

産

（社会）

食品の産地を確

認しながら買い

物をする。

６

ごはん、魚

（肉）、野菜

の和え物等の

献立

【栄養バランスのよい食事の形について考える】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○給食に使われている食べ物の組み合わせや栄

養素、食事の形（主食・主菜・副菜・汁物）等

に着目し、一食分の献立の形をイメージできる

ようにする。（授業→給食）

献 立 を 工

夫して

（家庭）

休みの日に家族

と一緒に食事を

作る。

（給食→授業）：給食の時間の指導を教科等の学習に生かす。

（授業→給食）：教科等での学習内容を給食の時間の指導で生かす。

イ 中学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

１ 毎日の給食

【望ましい栄養のとり方を確認する】 
〈知識及び技能〉

○給食を食べながら、栄養バランスのよい食事

の組み合わせや成長期に必要な食事の量につ

いて確認できるようにする。（授業→給食）

中学生に 
必要な食 
事 
（技術・家 
庭 家庭 
分野） 

家庭での食生活を

振り返り、毎日規

則正しく食事をと

ることができる。 

２

レトルト防災

食品や乾物等

を使用した防

災献立

【備蓄食品の重要性や種類について知る】 
〈知識及び技能〉

○防災給食を食べた後、自然災害による傷害の

防止や災害の備えとして、普段の食生活に備

蓄食品を取り入れることの大切さを理解でき

るようにする。（給食→授業）

傷害の防 
止 
（保健体 
育 保健 
分野） 

家庭の備蓄品を確

認し、災害に備え

る。 

３

いわしの梅煮

を使用した献

立

【おいしく食べるための調理の工夫を見つけ

る】 
〈思考力、判断力、表現力等〉

○酸とアルカリの中和の仕組みを調理に生かし

た料理を見つけるように促す。（授業→給食）

化学変化 
とイオン 
（理科） 

他にもある酸やア

ルカリの特性をも

つ食品を確認す

る。 
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ウ 特別支援学校での指導（例） ★★
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【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

毎日の給食

【人間関係の形成やコミュニケーションの基礎を

身に付ける】

○給食の時間でのやりとりで、言葉や身振り、絵

カード等を活用して、自分の気持ちを周囲に伝

えることができるように促す。

コミュニ

ケーショ

ン

（自立活

動） 

家族とやりとりを

しながら、楽しく

食事をする。 

小

学

部

野菜を使っ

た献立

【栽培している野菜を見つけて食べる】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○自分たちが栽培している野菜を給食に使われて

いる野菜から見つけて、同じものであると確認

できるようにする。（授業→給食）

栽培活動：

自然に親

しもう

（生活） 

収穫した野菜を持

ち帰り、家庭で調

理して食べる。 

中

学

部

毎日の給食

【感謝の気持ちをもって食べる】

〈学びに向かう力、人間性等〉

○給食ができるまでに多くの人が関わっているこ

とを学習し、感謝して食べようとする行動につ

なげるようにする。（授業→給食）

いろいろ 
な仕事 
（社会） 

食事を作ってくれ

た人に感謝し、準

備や後片付け等の

手伝いをしようと

する。 

高

等

部

毎日の給食

【食事の大切さを確認する】

〈知識及び技能〉

○健康な生活を送り、病気を予防するためには、

栄養バランスのよい食事を食べることが大切で

あることを振り返れるようにする。（授業→給

食）

健康な生

活と病気

の予防

（保健体

育 保健

分野）

食事の栄養バラン

スや毎日３回の食

事を規則正しくと

ることを意識す

る。 

 

学

年

活用する
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【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で
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家庭との連携
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【身近な食料についての生産や流通を知る】

〈知識及び技能〉

○給食に使われている食材の産地や生産の状況

を知らせる。（給食→授業）

わ た し た

ち の 生 活

と 食 料 生

産

（社会）

食品の産地を確

認しながら買い

物をする。

６

ごはん、魚

（肉）、野菜

の和え物等の
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に着目し、一食分の献立の形をイメージできる
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（給食→授業）：給食の時間の指導を教科等の学習に生かす。

（授業→給食）：教科等での学習内容を給食の時間の指導で生かす。

イ 中学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

１ 毎日の給食

【望ましい栄養のとり方を確認する】 
〈知識及び技能〉

○給食を食べながら、栄養バランスのよい食事

の組み合わせや成長期に必要な食事の量につ

いて確認できるようにする。（授業→給食）

中学生に 
必要な食 
事 
（技術・家 
庭 家庭 
分野） 

家庭での食生活を
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を使用した防
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【備蓄食品の重要性や種類について知る】 
〈知識及び技能〉

○防災給食を食べた後、自然災害による傷害の

防止や災害の備えとして、普段の食生活に備

蓄食品を取り入れることの大切さを理解でき
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傷害の防 
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（保健体 
育 保健 
分野） 

家庭の備蓄品を確

認し、災害に備え

る。 
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を使用した献

立

【おいしく食べるための調理の工夫を見つけ

る】 
〈思考力、判断力、表現力等〉

○酸とアルカリの中和の仕組みを調理に生かし

た料理を見つけるように促す。（授業→給食）

化学変化 
とイオン 
（理科） 

他にもある酸やア

ルカリの特性をも

つ食品を確認す
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【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携
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野菜を使っ
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収穫した野菜を持

ち帰り、家庭で調

理して食べる。 

中

学

部

毎日の給食

【感謝の気持ちをもって食べる】

〈学びに向かう力、人間性等〉

○給食ができるまでに多くの人が関わっているこ

とを学習し、感謝して食べようとする行動につ

なげるようにする。（授業→給食）

いろいろ 
な仕事 
（社会） 

食事を作ってくれ

た人に感謝し、準

備や後片付け等の

手伝いをしようと

する。 

高

等

部

毎日の給食

【食事の大切さを確認する】

〈知識及び技能〉

○健康な生活を送り、病気を予防するためには、

栄養バランスのよい食事を食べることが大切で

あることを振り返れるようにする。（授業→給

食）

健康な生

活と病気

の予防

（保健体

育 保健

分野）

食事の栄養バラン

スや毎日３回の食

事を規則正しくと

ることを意識す

る。 

 

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

５

地場産物や外

国産の食品を

使っている献

立

【身近な食料についての生産や流通を知る】

〈知識及び技能〉

○給食に使われている食材の産地や生産の状況

を知らせる。（給食→授業）

わ た し た

ち の 生 活

と 食 料 生

産

（社会）

食品の産地を確

認しながら買い

物をする。

６

ごはん、魚

（肉）、野菜

の和え物等の

献立

【栄養バランスのよい食事の形について考える】

〈思考力、判断力、表現力等〉

○給食に使われている食べ物の組み合わせや栄

養素、食事の形（主食・主菜・副菜・汁物）等

に着目し、一食分の献立の形をイメージできる

ようにする。（授業→給食）

献 立 を 工

夫して

（家庭）

休みの日に家族

と一緒に食事を

作る。

（給食→授業）：給食の時間の指導を教科等の学習に生かす。

（授業→給食）：教科等での学習内容を給食の時間の指導で生かす。

イ 中学校での指導（例） ★★

学

年

活用する

献立
【めあて】〈三つの資質・能力〉○教師の支援

教科等で

の学習
家庭との連携

１ 毎日の給食

【望ましい栄養のとり方を確認する】 
〈知識及び技能〉

○給食を食べながら、栄養バランスのよい食事

の組み合わせや成長期に必要な食事の量につ

いて確認できるようにする。（授業→給食）

中学生に 
必要な食 
事 
（技術・家 
庭 家庭 
分野） 

家庭での食生活を

振り返り、毎日規

則正しく食事をと

ることができる。 

２

レトルト防災

食品や乾物等

を使用した防

災献立

【備蓄食品の重要性や種類について知る】 
〈知識及び技能〉

○防災給食を食べた後、自然災害による傷害の

防止や災害の備えとして、普段の食生活に備

蓄食品を取り入れることの大切さを理解でき

るようにする。（給食→授業）

傷害の防 
止 
（保健体 
育 保健 
分野） 

家庭の備蓄品を確

認し、災害に備え

る。 

３

いわしの梅煮

を使用した献

立

【おいしく食べるための調理の工夫を見つけ

る】 
〈思考力、判断力、表現力等〉

○酸とアルカリの中和の仕組みを調理に生かし

た料理を見つけるように促す。（授業→給食）

化学変化 
とイオン 
（理科） 

他にもある酸やア

ルカリの特性をも

つ食品を確認す

る。 
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